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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文では、「デンドリマーを鋳型とした特定原子数金属クラスターの精密合成と機能」と題して、フ

ェニルアゾメチン骨格のデンドリマー(DPA)を鋳型として原子数制御された金属クラスターの合成と

その機能についてまとめられており、６章から構成されている。 

第 1 章「デンドリマーの機能と金属クラスターの機能」では、ナノ先端材料の中で注目されている材

料の一つのデンドリマーや金属クラスターの機能について概説している。さらに、デンドリマーをク

ラスター合成の鋳型として用いる有用性ならびに、金属クラスターの原子数制御の重要性について示

し、本研究の意義を述べている。 
第 2 章「フェニルアゾメチンデンドリマー ( DPA ) の合成と金属集積」では、クラスター合成の鋳型

となるテトラフェニルメタンをコアとするフェニルアゾメチンデンドリマー (TPM) を合成し、TPM
への種々の金属塩の精密金属集積を実施している。UV-Vis タイトレーションによる解析により、集積

金属原子数の精密な制御が可能である事を確認している。更に、新たな金属種として Pd 塩の 1:1 の放

射状段階的錯形成を見いだし、Pd クラスター合成の鋳型となりうることを明らかにしている。 
第 3 章「魔法数クラスターを目指した新規デンドリマーの合成と金属集積」では、13 原子の魔法数金

属クラスターの合成を目指し、従来の TPM のコアに新たに１つの配位サイトを導入した新規 PyTPM
を設計し合成している。錯形成挙動の解析から、PyTPM が 13 原子で構成された魔法数金属クラスタ

ーの鋳型となりうることを明らかにしている。 
第 4 章「サブナノ貴金属クラスターの精密合成と構造」では、TPM G4（4 世代）と PyTPM G4 を鋳型

として用いる事により、それぞれ 12 原子の白金クラスター(Pt12)と魔法数 Pt13クラスターを合成し、わ

ずか１原子の違いのクラスターのつくり分けに成功している。ESI-TOF-MS 及び XAFS 測定により、

魔法数 Pt13クラスターの icosahedral 構造を明らかにしている。また、金属種を拡張し、サブナノ Pd ク

ラスター（Pd12, Pd28, Pd60）の合成も達成している。 
第 5 章「サブナノ貴金属クラスターの触媒機能」では、Pt12と Pt13 の酸素還元触媒活性を評価し、2 倍

以上の差があることを突き止めている。12〜20 原子の Pt クラスターを合成し、１原子毎の酸素還元触

媒活性をあきらかにして、サブナノ領域の粒子では原子数毎の触媒活性の評価が必要であるとの重要

な結論を得ている。さらにサイズ制御した Pd クラスターについて鈴木カップリング反応の触媒機能を

評価し、その有用性も明らかしている。 
第 6 章「総括」では、本研究の研究成果をまとめ、今後の展望について述べている。 
以上を要するに、本論文はフェニルアゾメチンデンドリマーの精密金属集積を利用し、原子数制御さ

れた精密サブナノクラスタ-の合成法を確立、原子数毎の触媒機能の解明をまとめたものである。これ

らの成果は、ナノ材料や触媒材料などへ波及する事はもとより、錯体化学、機能材料化学の進展に寄

与し、理学上貢献するところが大きい。したがって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分な

価値があるものと認められる。 


